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大丸前HITODE交差点にクールスポット出現
合資会社ゼンクリエイト　根津昌彦

　７月頭、大丸前HITODE交差点（＝五叉
路交差点の愛称）のかつてモニュメント「出
会いの門」があった歩道の人溜まりに、三角
形が組み合わされた屋根のパーゴラでデザ
インのパーゴラと、その下には人工芝の上に
ベンチが２脚、ベンチの背後には、木製の大
きな箱が１つ設置された。これは一体？鯉
川筋は、現在車道を１車線減らして歩道を
拡幅する計画があり、これもひょっとしてそ
の一環で休憩場所を設置することになった
のか？と思った方もあったのでは。
　実は、この夏、都心再整備の動きの一つと
して、近年の気候変動等の影響により厳し
さが増す夏の暑さ対策として、居心地の良い
都心の公共空間づくりを行おうと、神戸市
が異常高温対策社会実験を行うために、７
月上旬から９月末までの約３ヶ月間、設置す
る「クールスポット」なるものだったのである。
何がクールスポットかというと、先の三角形
が組み合わされた屋根は「フラクタル」と呼
ばれる風通しと日よけの２つの効果のある
もので、パーゴラの支柱には、計５か所から
ミストが噴き出す仕掛けとなっている。
　当該まちのエリアに約１０年関わってき
た実績が認められ、この社会実験の効果測
定及び日常管理に関する事務局業務を弊
社が受けることになり、私や弊社スタッフが、
週末になるとミスト噴射に欠かせない水の
補給のため、近くの店舗の協力を得て、５０
リットルのタンクに水を補給してセッティン
グするということを行っている。
　社会実験期間の前半１ヶ月が過ぎようと
しているが、当初は、こんな信号待ちだけの
場所で人が座るなんてあり得ないのではな
いかとの推測もあったが、ふたを開けてみる
と、結構な数の人が座っている様子が日々
確認されている。人がどのぐらい座っている
かについては、人感センサーによる機器計
測を行っているほか、フラクタル日よけがあ
ることによる気温の変化なども測定を行っ
ている。
　ミストが噴射される時間帯は、金土日及
び祝日の午前１１時から午後３時の４時間。

一番日差しも強い時間帯のみの稼働である
が、ミスト噴射時は、ベンチに座らない人で
あっても噴射口に手を当てたり、顔を近づ
けたりして、体感温度が数度低下するのを
実感されている方も多数いらっしゃる。７月
２６日（金）には、ミストベンチ利用者アン
ケートを実施し、利用者目線でのこうした
クールスポット整備に関する生の声を集め
る調査なども行った。
　９月末までの残り２ヶ月間、まちを訪れた
方々に居心地の良い空間として評価いただ
けるのか、またこうしたクールスポットが欲し
い場所、効果的な場所などについても、アン
ケートだけではなく、地域の皆さんとも対話
をして、新たな憩いやにぎわいの創出の１
ツールとなりえるかを話し合っていく予定で
ある。冒頭にも書いたが、鯉川筋については、
今年度、歩道拡幅工事が予定されている。
工事そのものに対する地域の皆さんのご理
解を得ることや、歩道拡幅整備後の歩道空
間の有効活用についても、今回の社会実験
で得られた様々な計測結果や来訪者の声
なども踏まえて、地に足の着いた議論がで
きればと願っている。このクールスポットは、
もう１ヶ所、葺合南５４号線の拡幅済み歩道
にも設置しているので、場所の違いによる
効果や評価の違いが出るのかの興味があ

るところある。
　さて、最後に日常管理をしている中で、
起こった課題をいくつかご紹介しよう。１
つは、ベンチにはつきもののごみ問題であ
る。コーヒー缶、いまはやりのタピオカ入り
飲料のプラカップとストロー、おそらく屋
台で買って食べ終わった竹串、あとたばこ
の吸い殻や、紙くずに至るまで、ごみのポ
イ捨ての代表選手が、週末になるとクール
スポットに放置されている（要は捨てられ
ている）。あと、ちょっと困ったのは、おそら
く酔っ払った人が、気持ち悪くなってベン
チに座り、戻してしまったものをそのままに
して立ち去った後の掃除。人工芝の上に
戻されると、水圧の高いホースで水洗いが
できない場所での掃除は、汗だくになりな
がらのモノであった。
　こういった休憩スポットは、公共空間上
であっても民地内であっても、利用者のモ
ラルに頼りながら快適な空間を保ってい
けるものだと思っている。次の利用者の方
に気持ちよく使っていただけるような心配
りは、家庭や学校、職場ほかその人が属し
ているコミュニティの中で作られるもので
あり、まち側としては、こうしたモラル向上
に関するアプローチも議論のテーマに掲
げないといけないのかもしれない。
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◇元町１番街商店街振興組合　℡３３１－７８５０

水曜市　８月２１日（水）１１時～１９時

◇元町６丁目商店街振興組合　℡３６７－５４７７

モトロク市　８月３日（土）１１時～１７時

　（毎月第１土曜日開催）

◇凮月堂ホール（有料）　℡３２１－５５５５

もとまち寄席「恋雅亭」　８月１０日（月）

笑福亭 生寿 　 桂   吉 坊　  桂 文華

桂　ざ こ ば　  桂 あやめ　  桂 呂鶴

      前売券は7月１１日より凮月堂で発売

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３

２０１９年４月より休館中（改修工事の為）

◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６

８月３日（土）～８月９日（金）

　『がんと生きる 言葉の処方箋』

　『レディ in ホワイト』

８月３日（土）～８月１６日（金）『雪子さんの足音』

　８月１０日（土）～８月１６日（金）『東京裁判』

　　『オーファンズ・ブルース』

　８月１０日（土）～８月２３日（金）

　　『作兵衛さんと日本を掘る』 

　８月１７日（土）～８月２３日（金）

　山形国際ドキュメンタリー映画祭 傑作選

　『からっぽ』

　　『Tribe Called Discord: Documentary of GEZAN』

　８月２４日（土）～８月３０日（金）

　　『ハッパGoGo 大統領極秘指令』

　　『ロビンソンの庭』

　８月２４日（土）～９月６日（金）

　　『リアム16歳、はじめての学校』※8月29日休映

　８月２９日（木）

　　「浪曲映画 in 関西」『炎のごとく』

　　上映＆玉川奈々福さん浪曲口演｠

船
井
弘
文
堂
①

書
店
の
話
(25)

　栄町通まちづくり委員会は７月12日（金）
10時から10時30分まで、栄町通を中心に、ゴ
ミ拾いと不法ビラ撤去、自転車・バイクなどへ
の不法駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄
町通クリーン大作戦を実施した。参加者は、
（元栄海３丁目協和会）奈良山喬一、（神戸市
役所）西川修眞、（神戸市景観政策課）西山昌
樹・川口雄也、（㈱広島銀行）曽我部真介、（兵
庫県信用組合）中村公亮・森田絢、（㈱神明）林
宥樹、（神明倉庫株式会社）藤尾憲弘・米澤彩
香、（佐野運輸㈱）志賀俊之・北島幸宏、（大一
産業㈱）米田恵理、（㈱イーエスプランニング）
久米京子、（新光明飾㈱）中川俊・西村友博篠
原博明・大森貴美子、（佐田野不動産㈱）佐田
野宏之、他１名以上、20名のみなさんでした。
毎月第２金曜日午前10時、栄町通６丁目佐田
野不動産前集合の上、実施しています。お気軽
にご参加ください。
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平野義昌

　山本周五郎は時代小説作家と思われがちだが、
その作品は幅広い。史実を題材にした歴史小説、
掟に悩む下級武士や市井で慎ましく生きる人 を々
描く人情小説、少年少女小説、推理小説、戯曲もあ
る。数多くの作品が映画化・ドラマ化されている。
昭和世代なら映画「赤ひげ」や大河ドラマ「樅ノ木
は残った」を思い起こすだろう。悲劇でも滑稽もの
でも、作品の底には真摯に生きる人たちへの愛、励
ましがある。その意味ではデビュー作「須磨寺附近
」は青年の叶わぬ恋を描いて、一見異色の作品と
言える。しかし、「生きている目的」を探究する周五
郎の基本姿勢がある。
　清水清三の幼なじみ・青木が須磨の兄（アメリカ
勤務）の家で兄嫁・康子と暮らしている。そこに清
三が厄介になる。彼は「精神的にかなり手甚い打
撃を受けていた」。どのような打撃か不明、関東大
震災にも言及していない。青木から康子のことを聞
かされていたし、写真も見ていた。青木の「君なら
一眼で恋着するだろうなあ」という言葉通り、恋が
「清三の心の中でいつのまにか育っていた」。
〈「遠慮なぞしないで、ゆっくり遊んで行ってくださ
いね、二人きりで寂しいんですから」／飯が終ると
康子は女にしては鋭い瞳を動かせながら云った、
清三はその瞳に威圧されるような気がした。康子
は林檎をむいてくれた、清三は白い長い指が巧み
に働くのと、果実の肌と刃物の触れ合う微妙な音
を聞きながら、温かい幸福な気持にひたってい
た。〉註1
　清三は大阪にいる先輩に仕事を頼み、Ｋという
雑誌の仕事を世話してもらう。補註1
　康子は清三を優しく送り出し、迎えてくれる。清
三は「自分に注がれる鋭い情熱的な冷たい瞳をわ
くわくしながら味わっていた」。
　雨の日の夕暮れ、康子が散歩に誘う。
〈清三は大きな池のある広場へ連れて来られた。こ
こが須磨寺だと康子が云った。池の水には白鳥が
群れを作って遊んでいた、雨がその上に静かに濺
いでいた。〉註1
　二人は源平合戦を伝える史跡や高札を見なが
ら寺の奥へ進む。静寂の中、康子が問う。
〈「あなた、生きている目的が分りますか」／「目的
ですか」／「生活の目的ではなく、生きている目的
よ」／清三にはちょっと康子の云う意味が分らな
かった。康子は清三の返辞を待つ容子もなく、さっ
と傘を開いて雨の中に歩み出た。（後略）〉註1
　3人で六甲登山。清三が康子の草履の花緒をす
げ替えてやる。康子の瞳に頬が熱くなる。
〈時間がたつに連れて、清三の胸の中では、康子の
働きかけてくる情的な瞳が領域を拡めていった。
それが清三にとってはひじょうに幸福だった、で清
三はことさらにその中へ溺れていこうとした、ときお
り理性がその気持を引戻そうとするが、結局引戻
すことはできなかった。〉註1
　青木が清三に、康子の性質がよくわからない、と
言う。3人で食事中、結婚の話になる。康子が青木
に、自分たち夫婦の結婚が幸福かそうでないかわ
かるか、と問うた。
　清三が体調不良で寝込んだ時、夫からの電報
が会社に届き、康子は出かけて行った。清三は「軀

中が悩まし」くなり、康子のことを「ますます恋しく
」思う。枕を噛む。涙が流れる。眠っている清三の顔
に康子の顔が近づいていた。手を握りあったまま、
康子は目を閉じ、清三は枕に顔を押し伏せていた。
〈「我慢なさい」／程経て康子がそう呟いた、そして
清三の手を蒲団のしたに入れて、立って階下へ
去った。（後略）〉註1
　康子は清三に他家に下宿するよう言い渡す。自
分はアメリカに行く、と。康子はまたも「我慢なさい
」と言って、去っていった。
　周五郎は「豹」（註2）でも兄嫁と義弟の恋愛感情
を描いている。この女性はさらに謎である。実際に
起きた動物園の豹脱走事件の不安を背景にして
いる。（補註2）兄はアメリカで女性問題から自殺し
た。一周忌の後、義弟が二度目の須磨訪問時のこ
と。夜中、豹に怯えた兄嫁が義弟の部屋に忍んで
来る。義弟は眠れない夜を過ごす。しかし、その日
中に豹は射殺されていた。義弟は深夜帰ってきた
ので顛末を知らなかった。
　周五郎は他の作品でも年上の女性との恋愛を
描いている。晩年の時代小説「へちまの木」（註3）
（瓦版屋で働く房二郎が少しずつ世間を知り、年上
女性と初体験）について研究者が解説する。
〈……房二郎の得た人生観は、自分自身を含めて、
人間はみな迷子ではないか、という頼りなくもの悲
しいような、憂鬱の実感であった。須磨時代、二十
歳だった青年の心象風景が、みごとに六十二歳の
老練作者の筆で、確実に截り取られている。〉註4
　「須磨寺夫人」モデル女性は親友・桃井達雄の
姉と知られていたが、消息不明だった。1975（昭和
50）年12月、神戸新聞記者・宮崎修二朗が「須磨寺
附近」について記事を書いたところ、読者から情報
がもたらされた。翌76年初め、宮崎は宝塚在住の
夫人と長男氏を訪問した。2月記事掲載、実名も明
らかにした。周五郎研究の大ニュースである。作
家・足立巻一の勧めがあり、改めて雑誌『歴史と人
物』（同年6月号、中央公論社）に発表した。以下イン
タビューから。
　1924（大正13）年1月半ば、「須磨寺夫人」と長男
は渡米、三十六はその1週間ほど前に「夜の神戸社
」を退社、三十六も夫人母子と名古屋まで同じ汽車、
夫人は別れ際に餞別20円渡した、など。
〈「姉さん、もし山本周五郎という名の小説を見たら、
私が出世したと思って下さい」と言われました。家に
いるときも、二階にこもって原稿用紙をクズでいっ
ぱいにして…。だからあのころから山本周五郎のペ
ンネームだったんですね。〉註5
　夫人の話では、三十六は下宿代をきちんと納め、
仕事以外は図書館通い、達雄にわがままを言い、
酒好き、人をそらさない人間的魅力があった。長男
の思い出は、
〈団子鼻で奥目のぶおとこでしたが、やさしい心の
持ち主で、私が『少年世界』なんか読んでると、ムキ
になって母を叱るんです。「こんな俗悪なものはダ
メですよ」って。そして鈴木三重吉の『赤い鳥』を
買って来られて…。〉註5
　夫人は絣の着物を仕立ててあげた。周五郎が生
涯絣で通した理由の一つかもしれない。
　夫人が「須磨寺附近」を知ったのはずっと後のこ
と。20歳になる孫が周五郎の「文学アルバム」を購

入、おばあちゃんのことが出ている、と言うので気
づいた。
〈小説って、本当のことを書くんじゃないんだし、あ
れ、事実じゃありませんよ。私も、周五郎さんが嫌い
じゃなかった。あの人も私が好きだったんでしょう
が…。ま、読む方がどうお思いになろうと、かまいま
せんよ。（後略）〉註5
　夫人は、大震災後すぐに三十六と達雄が須磨に
来た、と語るなど記憶に誤りもある。もちろん周五
郎にも記憶違いはある。
　同年秋に「須磨寺夫人」一家はアメリカから帰国
した。三十六はその年末と翌年末に弟を伴い須磨
を訪問している。
　周五郎は彼女のことを「少年時代の憧れの的
」だったと告白している。（註6）叶わなかった恋を
一生背負い続けたが、他の女性に目を向けな
かったわけではない。それなりの女性体験があ
る。二番目の妻（最初の妻は病死）が、周五郎は
親しくつきあった女性のことを隠さず話をした、
と証言している。註7
　1931（昭和6）年、桃井達雄は伝染病にかかり、
神戸で亡くなった。周五郎は「須磨寺夫人」にお悔
みの手紙を書いた。

註1　山本周五郎「須磨寺附近」（『花杖記』新潮文庫、1981
年）所収。
註2　山本周五郎「豹」（『人情裏長屋』新潮文庫、1980年）所
収。初出は『アサヒグラフ』1933年9月20日号。
註3　山本周五郎「へちまの木」（『ちいさこべ改版』新潮文庫、
2006年）。初出は『小説新潮』1966年3月号。
註4　木村久邇典『山本周五郎の須磨』小峰書店、1975年
註5　宮崎修二朗「『須磨寺夫人』聞き書き」　（『須磨寺と
山本周五郎』大本山須磨寺塔頭正覚院、1994年）。初出
『歴史と人物』（中央公論社）1976年6月号（「山本周五郎の
“永遠の女性”――文豪の青春に大きな影響を与えた“須磨
寺夫人”」）。
註6　「作家の素顔」〈河盛好蔵との対談〉（山本周五郎『小説
の効用・青べか日記』新潮文庫、1985年）所収。
註7　清水きん『夫 山本周五郎』福武文庫、1988年
補註1　足立巻一は、「プラトン社が出していた直木三十五編
集の『苦楽』のようにも思われ」（木村前掲書より）と書いてい
る。同社は化粧品会社・中山太陽堂の出版事業。1922（大正
11）年雑誌『女性』、24（大正13）年『苦楽』創刊。編集顧問・小
山内薫のもと関東大震災後には直木、川口松太郎が加わっ
た。三十六がどの程度関係したか不明。「須磨寺夫人」は大阪
で仕事はしていないと証言する。　
補註2　1910（明治43）年兵庫電気軌道（現在の山陽電気
鉄道）が兵庫・須磨間に開通。運賃増収のため須磨寺と連携
し遊園地を造成。池にボートを浮かべ、人形館、動物園開園。
桜の名所で四季折々の花も楽しめ、周囲には飲食店・旅館
が建ち並んだ。昭和に入ると神戸市電の延長やバス路線進
出で電車旅客は減少。さらに金融恐慌による不況で遊園地
経営は悪化。31（昭和6）年秋、催し物経営を一切中止した。
豹脱走事件は大正6年6月のこと。豹は脱走から10日余り後、
神戸北部の山中で射殺された。『須磨の近代史』（神戸市須
磨区役所、2013年第3版）、『山陽電気鉄道百年史』（同社、
2007年）参照。

山本周五郎5ヵ月の神戸（2）

出来事ファイル

　みなと元町タウン協議会は６月７日(金)午
後２時30分から、エスタシオン・デ・神戸で
平成30年度の総会を開催した。奈良山会長
によるあいさつにつづき、平成30年度に実
施した事業報告、収支報告、監査報告を経
て平成31年度の事業計画案、収支予算案を
提出、参加者の賛同を経て、総会を終了し
た。当年度内の協議は、元町商店街の改装
案件が中心で、新築物件は事務所・ホテル
複合ビル１件の状況に終わっている。

■平成３０年度総会終わる
　平成３０年度の総会終了後、午後６時か
らエスタシオン・デ・神戸で開いた懇親会に
は協議会の団体会員や企業会員を中心に、
協議会の運営上、関係の深い兵庫県をはじ
め神戸市から各部局のほか生田警察、さら
には報道関係代表者など５０名が参加、関
係者からの興味深い話題の提供も得なが
ら懇親会をすすめ、神戸市をはじめ報道関
係者からのこぼれ話にも耳を傾けて懇親
会を終わった。

■懇親会、なごやかに

　栄町通３丁目に拠点を置き、市内中心に
「ワコーレ」ブランドで、手広くマンション開
発に取り組んできた和田興産㈱は、弊協議
会内でまちづくりに取り組むリーダー企業の
ひとつ。同社会長の和田憲昌さんは阪神淡
路大震災時、住宅供給で復興を支えたほか、
売買取引の透
明化など不動産
業界発展の功
労者として令和
元年５月、旭日
双光章を受賞さ
れた。おめでとう
ございます。(和
田興産（株）ホー
ムページより)

■和田興産㈱代表・和田憲昌さん
　旭日双光章受賞

　便利な街中の暮らしを求める傾向があるな
か、神戸市はこうした動きに歯止めをかけるた
め、このほど三宮中心部における住宅建設を
禁止した上、その周辺の新神戸や元町、ＪＲ神
戸駅周辺でも高層のタワーマンション建設を
規制する方針を固めた。都心部の住宅地化に
歯止めをかけるためで、関連の条例改正案を
６月市議会に提出、来年７月の施行を目指す。
（神戸新聞・６月１１日）

■元町もタワーマンション規制地域に
　神戸の街をイメージした神戸タータン柄の
商品が幅を広げている。ファッション分野か
らスタートした神戸タータンだが、今では服や
ネクタイはもちろん文房具や食品、サントリー
や山崎製パン、森永製菓が包装に採用するな
ど裾野を広げている。その神戸タータンの取
り組みが、地域経済の活性化に寄与したとし
て、日本マーケテイング協会から年に一度、優
れたマーケテイング事例を選出する日本マー
ケテイング大賞奨励賞を受賞した。

■奨励賞を受賞した神戸タータン
　元町映画館は８月21日、開業９周年を迎
える。同館では「周年企画」と題して独自の
特集作品を上映しているが、今年は10月に
山形で開催予定の「山形国際ドキュメンタ
リー映画祭」が30周年を迎えるのを記念し
て、この映画祭で公開される優れた作品の
ほか、９年ぶりに当館のオープニングをか
ざった「要塞」のほか、「スクリーンプレイ：時
代」など５作品を上映します。詳しくは、元町
映画館（078－366－2636）まで。

□９周年を迎える元町映画館

■神戸東地区クリーン作戦
　第一水曜日の７月３日、神戸駅東地域クリーン
作戦を実施した。参加したのは奈良山会長以下エ
スタシオン・デ・神戸、ネッツトヨタ兵庫㈱従業員
のみなさんのほか、元町通７丁目自治会からも地
元地域を対象に３名が参加、地域の通りをくまな
く散策、クリーン作戦を実施した。

□読者プレゼント（Ⅰ）

「変顔」とは、見た人を笑わせるような、おかしな
表情をつくること。現代の私たちが見るとどこか
おかしな、笑ってしまう表情をしているヒト・妖
怪・キャラクターを取り上げ、「顔」の表現の歴史
を通して、表情豊かな日本美術の一面を紹介す
る楽しい展覧会です。
鑑賞ご希望の方は、住所、氏名、年齢、本紙へのひ
と言を添えて編集部まで。先着順で５組の方にペア
招待券をお送りします。

期間：
７月１３日（土）
　～９月１日（日）
会場：
兵庫県立歴史博物館
（079-288-9011）

□読者プレゼント（Ⅱ）

生物の歴史は、進化と絶滅の繰り返しです。それ
は、まさに生物たちの「大冒険」と呼ぶにふさわし
い進化の旅といえます。今回の展覧会では、生命
の誕生から恐竜の時代まで生物の進化をたどり、
多くの研究によって判明した古代の生き物たちの
姿を、化石や標本等の資料を中心に紹介します。
鑑賞ご希望の方は、住所、氏名、年齢、本紙へのひ
と言を添えて編集部まで。先着順で５組の方にペ
ア招待券をお送りします。
期間：７月１３日（土）～９月１日（日）
会場：明石市立文化博物館（078-918-5400）

特別企画展「へんがおの世界」 夏期特別展「恐竜ワールド」

エスタシオン・デ・神戸と元町７丁目自治会チームのみなさんエスタシオン・デ・神戸と元町７丁目自治会チームのみなさん

ネッツトヨタ兵庫㈱のみなさんネッツトヨタ兵庫㈱のみなさん須磨寺仁王門須磨寺仁王門

中央幹線沿いにもマンションが連なる中央幹線沿いにもマンションが連なる 右端に立つ片山喜一郎さん　神戸新聞・６月１２日右端に立つ片山喜一郎さん　神戸新聞・６月１２日 山形国際ドキュメンタリー映画祭上映作品より山形国際ドキュメンタリー映画祭上映作品より

歌川国芳「人かたまつて人になる」明治
兵庫県立歴史博物館蔵

歌川国芳「人かたまつて人になる」明治
兵庫県立歴史博物館蔵

「トリケラトプス」（全身骨格標本）
一般社団法人進化生物研究所蔵
「トリケラトプス」（全身骨格標本）
一般社団法人進化生物研究所蔵

（№19−８）海という名の本屋が消えた（69）
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